
（三井住友フィナンシャルグループ）

（ご参考）経営目標の達成状況及び計画

１．平成１５年度経営方針

１５年度・１６年度の２年間で、以下３点を実現

・バランスシートのクリーンアップ → 不良債権比率半減

保有株式：更に圧縮

・収益性の高いビジネスモデルの確立 → 業務純益１兆円体制確立

・ボトムライン収益の確保・拡大 → １５年度：１，０００億円　以降大幅に拡大

２．バランスシートのクリーンアップ
（１）金融再生法開示債権 （２）保有株式

３．収益性の高いビジネスモデルの確立

　　・業務純益・マーケティング部門業務純益・経費
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（注１）「その他有価証券」の上場・店頭株式（SMBC単体）
（注２）TierⅠは、13/4（合併処理後・概数）及び14/3はSMBC連結、
　　　　15/3及び16/3はSMFG連結
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ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部門
比率**

　 48.2%           54.3%          72.2% 　　　　　　－
**ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部門業務純益が
  全体業務純益に占める比率

*

* 旧わかしお銀行の実績を含む

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、
リスクと不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、予想対比
変化し得ることにご留意下さい。
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*

* 旧わかしお銀行の実績を含む
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